成分採血（アフェレーシス）について

　当院で実施している自己樹状細胞ワクチン療法、及びNKT細胞活性化自己樹状細胞ワクチン療法には、患者様本人の末梢血単核球が材料として必要になります。いずれの治療法でも、通常4~6回の投与を1クールとして実施することが望ましいです。一回ずつの採血と比較すると、安価に提供できる為です。以下にその特徴を挙げますので、院長と相談の上、実施の意思を決めて頂けますようお願いいたします。また、夫々の治療法の説明については、別の説明文を用意していますので、合わせて御検討頂けますよう、お願いいたします。アフェレーシスは、専門の機械を用いて、３時間程度かけて患者様の血液の中から樹状細胞の加工に必要な白血球の一部（単球という細胞）を取り出します。必要のない白血球（好中球）や赤血球、血小板、血漿は患者様本人の体内に戻しますので、負担はほとんどありません。
・ 採血は、前日の体調及び当日の問診ならびに血液の検査結果を判断して行います。医師の判断によっては、採血日を延期させていただくことがございます。
・ 採血は、腕または足、そけい部の静脈から行います。血管が確保できなかった場合は、採血を延期させていただくことがございます。
・ 採血に際して特殊な医療器具を使用した際には別途費用がかかります。
・ 患者様のご体調によっては、1回のアフェレーシスで十分な細胞が採取できない場合があります。その場合、再度アフェレーシスを実施することになりますが、再度のアフェレーシスで十分な細胞が採取できる保証がないことを十分ご了承ください。また、再度のアフェレーシスごとに別途費用がかかります。
· 患者様のご体調によっては、アフェレーシス時に十分な細胞が採取できても、培養を行うにつれて細胞数が減少し、最終的に少量のがんＤＣワクチンしかできない場合があることを十分ご了承ください。
· 副作用の症状として、貧血、吐き気（迷走神経反射）が生ずる可能性があります。その対策として、採血初期に緊張や不安が原因で起こることが多いため、患者様がリラックスして採血できる環境を作っております。症状がでた時は、足を上げて衣類を緩め、深呼吸をしていただきます。口の周り、手足の痺れ（低カルシウム血症）が生じた場合には、水分摂取とカルシウム剤を点滴と一緒に投与します。症状が軽減しない場合には、返血速度を遅くする等の対応をいたしますが、場合によっては採血を中止することがあります。
· 費用について、別途、治療法の説明と共に納得のうえ、実施して頂けますようお願いいたします。
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